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452　　　心筋交感神経機能診断を目的とした放射性医薬

品【7）．p－Hydroxynorephedrineの構造類似体との比較

川井恵・．山根貴徳．西山新吾，久保寺昭子（東京理大・

薬）　藤林靖久，米倉義晴．佐治英郎．小西淳二．横山陽

（京人・医．薬）

　心筋交感神経機能診断を目的とした放射性医薬品として．

放射性ヨウ素標識p－hydroxynorephedrine（1－PHNE）の高い可

能性を示した．本検討では．noradrenaline　adrenalineの

芳香環3位の水酸基を欠く．PHNEの構造類似体octopamine．

synephrineを用い．各放射性ヨウ素標識体を比較検討した．

　マウス体内分布実験の結果，心筋集積性はいずれも同等

であったが，1－PHNEは．最も高い心筋対周辺組織比を示し

た、更に．薬物負荷実験の結果，1－PHNEの挙動hS．最も心

筋交感神経機能を反映していると考えられた．以上より．

1－PHNEは．これらの神経伝達物質誘導体と比較してより高

い有用性を有すると考えられる．

453　　　ヨード脂肪酸（t　・’　！1－BMIPP）注射液の動物に

おける体内分布及び代謝物の検索

　岡野　栄，伊藤　修，倉見　美規　　（日本メジフィジ

ックス株式会社，中央研究所）

　12～1－BMIPP（15－P－1L）？1－iodophenyl－3R，S一田ethylpen－

tadecanoic　acid）注射液はSPECTの手法を用いて局所心

筋脂肪酸代謝を評価することを目的として開発された製

剤である．我々は本剤のラット及びウサギにおける体内

分布，血中及び尿中放射化学的成分の検索を行い，体内

での代謝の様相を検討した．　本剤は心臓では投与後1

時間まで一定の値を示したが，肝臓では心臓に比べ速や

かに減少した．主な排泄経路は尿中への経路であった．

また，代謝物の検索からt2　：’　1－BMIPPは最初にα酸化を受

け，次いでβ酸化を受けp」ぼ1－iodophenylacetic　acid

となり，その後抱合体として尿中に排泄される代謝の様

相が示された．

454　　脂溶性キレート剤による白血球標識の検討

」llln一トロポロン，9　‘j　mTc一トロポロン，99mTc－

ECDの比較一
冨吉勝美，LI理f恒夫，井上登美夫，遠藤啓吾（群馬大学

医学部核医学教室）

　脂溶性キレート剤による白血球標識を試行し，血中成

分分布，標識率及び安定性を検討した。白血球分離は，

4酒143mεに7　meのACD及び10me　Hydroxy　Ethyl　Starch

（HES）を加え，60分間沈殿させた後，上清を150Gで遠心

して，白血球を得た。lllIn一トロポロンによる標識率は

97．2％，安定性は24時間後91．3％であった。現在15例の

臨床応用で有用かつ安全であった。同様に99mTc一トロ

ボロン，99mTc－Ethyl　CySteinate　Dimer（ECD）の標識

率はそれぞれ50．2％，70．5％で，24時間後の安定性は0

°b，23．7％であった。ECDによる白血球標識の有用性が

考えられた。

455　　　化学的に不安定な官能基を有する99mTc一

ジアミノジチオール（DADT）類の合成の基礎的検討

柴和弘、森厚文（金沢大・RIセンター）、

松田博史、久田欣一（金沢大・核医学科）

　ジアミノジチオール（DADT）類は99「nTc核種に対

して高いキレート形成能力を持つ配位子として知られて

いる。DADT類は合成の最終段階でジスルフィド結合

をジチオールに還元する必要があるが、従来、この還元

過程がかなり過酷な反応条件であった。そのためDAD

T類をパイファンクシロナルキレート剤として利用する

場合、生理活性物質や薬物およびそれらと結合させるた

めに必要な官能基を持つDADT類自体を化学変化させ

てしまう可能性がある。そこで今回、DADT類の合成

法に改良を加え、化学的に不安定な官能基（エステル基

等）を有するDADT類の合成を検討したので報告する。

456 両親媒性99MTc錯体とその性質

中山守雄、中川和泉、渡邊理恵、堂園弘幸、原田久美子、

杉井　篤（熊本大学薬学部）　原　正史、木下留美、

古嶋昭博、冨U静二、高橋睦正（熊本大学放射線科）

　我々はすでに、ヒドロキサムアミド（㎞）が99町Cに対し

高い親和性を示すキレート形成部位であることを報告し

た。今回、鎖長の異なる一連の直鎖アルキル㎞誘導体よ

り得られるgemTc錯体の詳細なキャラクタリゼーションを

行なった結果、長鎖アルキル｝㎞と9　9「nTcの錯体は、親水的

な配位部位と疎水的なアルキル鎖からなる両親媒的な特

性を有することが確認された。また、錯形成過程におい

ても長鎖アルキル㎞の場合に特徴的傾向が確認された。

また、これら錯体は安定性が高いことから、マウスにお

ける体内分布挙動は、その両親媒的特性との関連が大き

いと考えられた。

457　　　肝機能診断剤Tc－99m－GSA注射液の開発

山道芳弘，鷲野弘明，倉見美規（日本メジフィジックス

株式会社　中央研究所）

　Tc－99ローGSA注射液は，　HSAにガラクトースとDTPAを

導入し，これにTc－99ロを結合させ，肝実質細胞に存在

するアシアロ糖蛋白受容体に結合する特性を利用した肝

機能評価を目的とする放射性診断薬である．本剤1nl

中には，GSA　3ロg，テクネチウムー99●を検定日時におい

て185MBq含む．

　ラットに本剤を投与した結果，投与後10分において

肝臓に投与量の90X以上が集積し，その他の臓器には

顕著な集積は見られなかった．肝臓に集積した本剤は肝

実質細胞に取り込まれ代謝された後，主として肝胆道系

を介して十二指腸に排泄され，糞中に移行すると考えら

れた．投与後48時間までに投与量の約75Xの放射能

が糞中に排泄された．

Presented by Medical*Online


	0941



